
6月 3日から 7月 5日の「行政官のためのジェンダー主流化政策」研修を通し

て、日本での滞在をとても楽しむことができました。日本政府や日本の人々は経

済やテクノロジーの面で世界を牽引し続けており、支援や優秀な人材が揃ってい

ると分かりました。 

ジェンダーの問題に関しては、政府や社会の様々な部門で、優先して推進すべ

き事項のひとつとして捉えられ改善が続けられていました。 

日本政府の方々にお礼を申し上げるとともに、滞在中に温かくまたフレンドリ

ーに接していだき、この研修の成功に尽力いただいた JICAや日本の皆さんに 

 

 

 

 

私は今、複雑な気持ちです。故郷へ帰る喜びを感じる一方で、2 か月間「我が

家」であった久留米の街への郷愁を覚えるからです。 

関係者の皆様の絶え間ないご支援や思いやりのおかげでホームシックにかか

りませんでした。いつも私たちを気にかけてくださったコースリーダー、コーデ

ィネーター、案件担当の方、そして関係者のみなさまに感謝をささげます。 

素敵な街、愛にあふれた人たち。時には言葉の壁にぶつかることもありました

が、たくさんの方々がサポートしてくださいました。 

美しい思い出をいつまでも忘れません。 

 


